
春
よ
来
い

狛江市主催 狛江桜まつり 詳細は狛江市ホームページをご確認ください。

VOL.62

2023年３月号

発行：責任編集
狛江市岩戸北
3-18-8-701

狛江で分かりやすい
政治を伝える会



「ミヤケをサポートしてもいいよ！」
「いつも狛江の駅に立って話しているミヤケと、この機会に話してみよう！」
「こまえの未来はこうしていきたい！」
という方、ご参加をお待ちしております。

三宅まことサポーター､お待ちしております！

新しい狛江の“まちづくり”のために
三宅まことへおチカラをお貸しください。

場所：井上不動産オフィス（エコルマ一階）
各実施日ともに、
午後１時～２時半、
定員は５名、
先着順

お申し込みは二次元バーコード ☞
三宅まこと公式サイト内ミーテイング申し込みページから

がします。私は地方議員には「サポーター
的な組織」が相応しいと思います。
ましてや、コンパクトな狛江市では、昔
からお住まいの方や新しい住民の方が手
と手を取り合って、狛江の街をもっと住
みやすくしていくためにアイデアを出し
合っていく、そんなイメージのサポーター
ズ組織が必要だと感じています。

一般的に、政治家は自分の後援会組織
のご意見を承り、それらを行政に反映さ
せるように仕事をしていきます。国政を
預かるような国会議員であれば各業界団
体等のご意見に耳を傾けることは仕方な
いのかもしれません。
それは、それでいいのかもしれませんが、
狛江市ではそれが全てではないような気

1987年4月 社会へ
立教大学経済学部卒業後に株式会社東急
エージェンシー入社。以来営業職としてテ
レビ、ラジオ、新聞、雑誌、インターネット広
告、イベント企画運営、CM制作等に携わり、
人と人とのコミュニケーションの大切さ、難
しさを学ぶ。

2012年５月 転機
同社にて120名の請負契約社員を率いる
プロジェクト運営中に、妻が病気を発症し、
要介護、障がい認定を受けていく際に、介
護のために休職。2014年3月に27年間
勤務した同社を退社。同時期に自身も長期
入院をしたことから、社会保障制度の重要
性を体感する。その後、介護初任者研修、
介護事務、実務者（介護上級職）研修修了、
同行援護従業者の資格を取得。現在、介護
ヘルパーとしても就業中。

2015年4月以降、現在
厚生労働省老健局の勧めで狛江市議会
議員選挙に完全無所属議員として立候補。
得票数で全体２位の1871票で初当選。
２期目の2019年選挙では狛江市議会議
員選挙史上最高得票の２７８７票でトップ
当選。現在は、建設環境常任委員会所属、
8年の任期中には総務文教常任員会、社
会常任委員会にも所属。

政治評論家、故三宅久之三男。
著書「愛妻納税墓参り 家族から見た三宅
久之回想録」（H2６年、イーストプレス社）

三宅 まこと （みやけ まこと）

1964年7月30日生まれ、58歳

選挙ドットコム

プロフィール ☞
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